
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２塁打を放ち、ガッツポーズ １回裏 同点の適時打を放つ５番・川野邊 後輩をしっかりとリードする捕手・丹下 

先発は背番号「11」・中山 監督からの試合前のミーティング 

2023 年春 茨城県大会の初戦は県南地区の取手第一高校。お互いの力は拮抗し、１点を争う好ゲームとなりました。 

関東大会出場、そして夏季大会のシード権をかけ熱戦が繰り広げられます。 

２番・木村の２塁打で反撃開始 

７番・篠山は本日３安打の活躍  盗塁成功！この後、生還し１点差に詰め寄る 

【戦評】 

   １回表に３安打を集められ、２失点と苦しい立ち上がりも、その裏の攻撃で、２番・木村（北茨城常北中）、３番・丹下（西成東

部中）の連続安打から１死満塁とチャンスを広げると、暴投と５番・川野邊（大宮中）の適時打で直ぐに同点とした。３回表、安

打と失策により再度２点のリードを許すも、先発・中山（鉾田南中）が２死満塁のピンチを凌ぐと、その後は得点を許さなかった。

６回裏、２死から７番・篠山（新座四中）が安打で出塁すると、すかさず盗塁。次打者の敵失の間に一気に生還し１点差に詰め寄

る。７回には１死２・３塁、８、９回にも１死２塁のチャンスを作る 

  もあと１本が出ず、そのまま３対４の敗戦となった。昨秋も同スコア 

  の敗戦と、１点の重みを感じる秋春の県大会の結果となった。 

  最後の夏に向け、勝負の１プレーを磨いていきたい。 

  バッテリー：中山 － 丹下 

  二塁打  ：木村２ 

 

  

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 合計 

取 手 一 2 0 2 0 0 0 0 0 0 4 

水戸啓明 2 0 0 0 0 1 0 0 0 3 

 

相手を上回る 11安打も、あと１点、あと１本が出ず 

応援、ありがとうございました。 
     最後の夏に向け、更なる技術向上と勝負強さを！ 


